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研究 の概 要

コン ピュー タを利用 す る環境 は、初期 のま った く機 械寄 りの環境 か ら、よ り人 間寄 りの環境 へ

と、進歩 して きてい る。特 に、コン ピュー タを操 作す るとい う面(利 用者 イ ンタフェー ス)に お

い ては、利用者 が慣れ た言語 に基 づいた利 用者イ ンタフェー スは普通 にな ってい る。しか し、プ

ログラム を作成す るた めのイ ンタフ ェー スであ るプ ログラ ミング言語 につい ては、英語 をベ ース

とした ものが殆 どで ある。複 雑 なプ ログラム ロジ ックを構 築 し、またデバ ッグ、保守 のた めに何

度 も見直 しを行 うの に、英語べ 一スの プ ログラ ミング言語 を使 わなければ な らない のは、英語 圏

以外 の人 々に とって は、大 きな知 的ハ ンデ ィキ ャ ップで あ る。

本研 究は、自国語べ 一スの プ ログラ ミン グ環境 を実現す るこ とを 目的 とす る。これ まで 日本 語

べ一 スのプ ログラ ミングに関す る研 究は い くつ か行 われ てい る。 しか し、イ ンター ネ ッ トに よ り、

コンピュー タ環 境が グ ローバル化 して い る状況 では、日本 だけの解 を求 め るだ けでは充分 でない。

また、プ ログラムの グロ0バ ル ・イ ンターオペ ラビ リテ ィについての考慮 も必要 であ る。このた

め、まず基本 の グ ロ0バ ル な ソ リュ0シ ョンを見付 ける研 究 を行 う。 さらにその上 に、それ を 日

本 等の環境 に適用す るため の研 究 を行 う。

研 究の成果

各 国 ・地域毎 に別 々の 自国語 べ一 スのプ ログ ラ ミン グ環境 を実現 し、かつ作成 したプ ログラム

の グローバル ・イ ンター オペ ラ ビ リテ ィ も実 現す る、とい う一見相矛盾 す る要 求 を満たす 解決策

と して、 「ひ とつの共通 イ ンタフェ0ス(共 通言語)に 対 して、地域毎 の ロー カル な表現 を持 て

るよ うにす る」とい う方策 をとった。そ して共通言語 と して、グ ローバ ルなネ ッ トワー ク環境 で

の利用 を狙 い として、文字 コー ドに世 界 中の主 要 な文字 を包含 したUnicodeを 採用す るな ど、

国際化機能 に配慮 が払 われ てい るJava言 語 を選 択 した。

Java言 語 では、キー ワー ド類 と、JavaAPI(標 準 クラス)で 使 用 され てい る名前 が英語依 存

の表現 とな ってい る。これ らにつ いて 自国語 に もとつい た表 記 を可能 にす るために、変換 表 に も

とづ き変換 プ ロセ ッサ で文 字列 変換 をす る方式 を とった。この方式 は、特定 の国語 に依 存 しない

で 、広 くい ろいろな国 ・地域語 に適用で き る とい う利 点 を持 つ。また、自国語 の表現 は利 用者 が

設 定 ・変更 で きるた め、自国語表 現 の標 準化 を待 たな くて も よく、また標 準化の ための実験 がで

きる とい う利点 も持つ。

以 上の方式 に もとついた 自国語 プ ログ ラミング環境 の 基本部分 の試 作 を行 った。構成 を図1に

示す。試 作 した コンポーネ ン トを説 明す る。

・自国語 プ ログラ ミン グ用テ キス トエデ ィタ

自国語 で のプ ログ ラム入力 ・編集 に 向いたエデ ィタで あ る。

・変換 表エデ ィタ

変換表 を作成 ・編集 しやす くす る。

・自国語 →Java変 換 プ ロセ ッサ

自国語 表記 プ ログ ラムを、変換 表 を使用 して 、正規 のJavaプ ログラムへ と変換す る。
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図1.自 国語プログラ ミング環境の基本方式

また、この環境を日本語プログラミングと中国語プログラミングに適用する実験を行った。国

語毎に、変換表を試作して与えた。日本語または中国語のみで表記 されたプログラムが、変換プ

ロセサにより正規のJavaプ ログラムへ と変換 され 、コンパイル、実行される基本の環境が実現

できた。

今後の課題
・多国語環境の実現上の課題

多国語入出力:多 国語 フォン ト、多国語入力方式
一つのプログラムの多言語表記

・日本語環境における課題

日本語キーワー ドの選択、普及

プログラミング構文の検討

・プログラムの書きやすさ、読みやすさの実験心理学的研究
・実使用による方式へのフィー ドバック
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